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【概 要】

単純な構造をもつ初期胚がどのようにして将来の体の組織や器官のもととなる原基

を、正しい領域性とともに生み出すのか。これは、発生生物学の最も重要な基本課題で

ある。胚発生の過程で最初に生まれ、そして初期胚の大部分の領域を占めるのが、神経

系の原基である。神経系原基はその誕生とともに領域特異性を備えている。神経系が生

み出される最も基本的な機構を明らかにすることによって、胚発生全体を支配する基盤

原理を明らかにすることができる。

私たちは、転写制御因子 SOX2 の発現と神経系原基の成立とが完全に対応することに

気づいた。たとえば、神経系原基での SOX2 の発現開始は、オーガナイザーの直接的な

作用に依存しており、古典的な「神経誘導」に対応している。そこで （１）神経系原

基成立のための SOX2 の発現調節機構の研究、 （２） 神経系原基とその領域化におけ

る SOX2 による転写調節機構の研究をおこなう。SOX2 の発現は多数の遺伝子発現調節領

域の活性の組合せによって実現されているが、これらの調節領域は脊椎動物のゲノム上

で保存されており、動物種を超えて普遍的な機構を明らかにすることができる。

【期待される成果】

以上の２つの研究によって、単純な胚構造の中に最初に生み出される神経系原基の成

立と領域特異性獲得の機構を明らかにする。この発生段階は、実際にニューロンやグリ

アを生み出すプロセスに先立つものであり、神経系原基段階での領域特異性がその後の

ニューロン・グリアのタイプの決定に反映されると考えている。本研究では、その点に

ついても検討する。

本研究の目標は、成体における神経幹細胞を性格づける主要な制御機構や、その分化

レパートリーの限定（つまり領域特異性）の問題に直結している。現代の再生科学、幹

細胞科学でもとりわけて注目されている神経幹細胞の理解に対しても大きな貢献をする

ものである。
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